







多くの翻訳書や入門書（久保，2012; Lee and Wagen-













































































能である。受講生 i が第 j 回目の授業資料に最初にアク
セスした日を Xij とすると，授業実施日 X 0 からの差分
Xij－X0＝Eij をアクセスに要する日数として表すことが
できる。授業日当日にアクセスすれば Eij= 0 であるか
ら，この値は常に正の整数をとり、授業後にアクセスす



















































ここでφi およびψi については平均μφ , μψ , 標準偏差
σφ , σψをもつ正規分布から生成されるものとする。
φi～Normal （μφ , σφ
2）




分布は確率 p で 1 を， 1 －p で 0 をとる離散確率分布で
ある。本モデルでは，個人 i がθi の確率でアクセスする














































なお，μβ0, μφ, μψには一様分布を，σβ0, σφ, σψには
σS と同じく標準偏差によく適用される半コーシー分布











































示す。固定効果について， 5 ％の確率で回帰係数が 0 を
含む危険性を排除していわゆる「統計的に有意」かどう
かを考えると，いずれも有意であるとは言えない。しか




るから 0 ＞θi＞ 1 の範囲に入る数字である。仮にこの






パラメータ EAP SD 2.5％ 25％ MED 75％ 97.5％
μφ 0.052 0.003 0.046 0.050 0.052 0.054 0.059
μψ 0.051 0.004 0.043 0.048 0.051 0.054 0.060
σφ 0.020 0.003 0.015 0.018 0.020 0.022 0.027
σψ 0.031 0.004 0.024 0.029 0.031 0.034 0.039
表 2 ．回帰モデルにおけるハイパーパラメータの事後分布
パラメータ EAP SD 2.5％ 25％ MED 75％ 97.5％
β1 0.054 0.163 －0.263 －0.051 0.055 0.156 0.386
β2 0.028 0.094 －0.151 －0.035 0.026 0.089 0.220
β3 10.558 6.087 －1.398 6.837 10.389 14.563 22.623
μβ0 69.486 8.341 52.396 64.450 69.201 75.073 86.048





















































タの分析モデル（Hosmer, Lemeshow and May, 2008; 
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